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山
本
郁
子

昭
和
四
年
十
一月
二
十
八
日

東
京
の
世
田
谷
町
若
林
町
に

一人
の
女
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
子
の
名
前
は
クく
に
，
ケ

や
が
て
、

そ
の
女
の
子
は

物
語
の
母
に
な
る
の
で
し
た

こ
の
物
語
は
、

一人
の
女
の
子
が

物
語
の
母
に
な
る
ま
で
を
描
く
も
の
で
す
。

彼
女
が
見
つ
め
て
い
た
も
の
が

彼
女
に
染
み
込
み
、

い
つ
の
間
に
か

彼
女
自
身
と
な
り
、

一言
葉
や
物
語
と
し
て

あ
ふ
れ
出
し
て
い
く
…
…
。

お
か
し
く
て
や
が
て
哀
し
い

物
語
の
母
の
物
語
。

鑑賞団体の皆様へ
十年に亘って全国の回塊世代に笑いと

元気をお届けした「おじさんシリーズ」

(『缶詰』『路台』『ゆれる車の音』)に続いて、

全国のがんばる女性に明るい実いと元気、

そしてちょっとセンチなドラマが言吉め込まれた
「女優シリーズJが新たにスタートします1

今回は、現在でも多くのフアンに支持される

向田邦子さんの青春時代をモチーフに、

彼女が作家になるまでの軌跡を辿り、

おかしくも京しい人間のあれこれを

おき出す作品になります。

運営担当サークルの皆様はじめ会員の

皆様と共に、元気がみなぎる、心に残る

例会を作ってゆきたいと思います。

どうぞざ期待下さい1

濠帳平から
向田の著作などを引きながら中島淳彦が

書いたのは、邦子がもの書きとして歩さだす

までの物語。それは、戦争を挟んだ昭和の
「家族」の話でもある。豊富なエビツードが

次々と繰う出され、鵜山仁漬出は実いを

ちうばめながら、舞台を軽快に運ぶ。

感じのいい、楽しい作品に仕上がった。

(朝日新聞 山 口宏子)

ヽ

向
田
邦
子
（二
五
二
九
Ａ
）

映
画
雑
誌
編
集
の
か
た
わ
ら
ラ
ジ
オ
、

ア
レ

ビ
の
台
本
を
害
さ
始
め
、
「寺
内
貫
太
郎
一

家
≡
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）、
「阿
修
羅
の
ご
と
く
≡
あ

う
ん
よ
以
上
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
な
ど
、

絶
妙
な
セ
リ

フ
、

巧
み
な
構
成
で

，向
凹
ド
ラ
マ
，
と
呼

ば
れ
記
憶
に
残
る
教
々
の
傑
作
を
生
み
出

し
た
。

エ
ッ
セ
イ

「父
の
託
び
状
」
で
作
家

と
し
て
も
デ
ビ
ュ
ー
し
、
「花
の
名
工剛
≡
か

わ
う
そ
ｉ
大
小
屋
」
で
は
第
聴
回
直
木
寅

を
受
寅
。

鋭
い
人
間
観
察
に
も
と
づ
く
描

写
の
巧
み
さ
が
今
な
お
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。　
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【日時】2 月6 日( 本) 1 8 : 3 0
入会のお申し込みは         こ

陰場】呉市文化ホール

入会金(1,① OO円 )+2ヶ 月劣会費を添えて呉市民濠」場事務局まで
日会  費 (月額 )一 般 2,400円  学 生 1,300円  高 校生以下 1,000円

県市民濠」場事務局倶市本通2-5コグロ ノWし本通的3暑)硫L0823-22-4516   後 援/呉市教育委貞会


